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播
子

播
磨
町
の
下
水
道
の
進

み
具
合
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で

す
か
？

水
男

で
は
、
上
の
表
を
見
て

く
だ
さ
い
。
平
成
14
年
度
末
で

の
下
水
道
（
汚
水
）
の
整
備
状

況
は
、整
備
面
積
が
３
７
７
㌶
、

下
水
処
理
可
能
人
口
は
２
７，

４
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
、
処

理
人
口
普
及
率
（
※
１
）
は
79

㌫
に
な
っ
て
い
ま
す
。

播
子

そ
う
な
ん
で
す
か
。
下
水
道
が
使
え
る
区
域

は
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
で
は
、
実
際
に
下
水

道
を
使
っ
て
い
る
人
は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
で
す

か
？

水
男

は
い
。
平
成
14
年
度
末
現
在
、
整
備
が
終
わ

っ
た
区
域
の
人
口
が
２
７，

４
０
０
人
で
、
そ
の
う

ち
水
洗
化
さ
れ
た
人
口
は
２
２，

３
０
０
人
で
す
。

こ
の
数
字
か
ら
見
れ
ば
、
水
洗
化
の
普
及
率
（
※
２
）

は
81
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
町
内
全
世
帯
で
み
る
と
、

約
65
㌫
の
ご
家
庭
が
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

播
子

多
く
の
方
が
下
水
道
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

の
で
す
ね
。

播
子

水
男
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
最
近
、
私
の
家

の
近
く
で
下
水
道
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
下
水
道
は
な
ぜ
必
要
な
の
で

す
か
？

水
男

下
水
道
は
、
家
庭
や
事
業

所
か
ら
の
排
水
（
汚
水
と
い
い
ま

す
）
を
１
カ
所
に
集
め
、
き
れ
い

な
水
に
戻
し
て
か
ら
自
然
に
返
す

と
い
う
働
き
が
あ
る
ん
で
す
。
そ

の
た
め
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る

と
、
次
の
よ
う
に
環
境
が
改
善
さ

れ
ま
す
。

◎
ま
ち
の
環
境
が
向
上

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
衛
生
的
で
快
適
な
水

洗
便
所
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
か
ら
の
汚
水
や
工

場
排
水
を
処
理
し
、
蚊

や
ハ
エ
の
発
生
、
悪
臭

を
防
ぎ
、
生
活
環
境
が

向
上
し
ま
す
。

◎
き
れ
い
な
川
や
海
に

川
や
海
の
水
質
汚
濁
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
直
接
流

れ
込
む
汚
水
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
汚
水

は
汚
水
管
に
よ
り
処
理
場
に
送
ら
れ
、
バ
ク
テ
リ
ア

な
ど
微
生
物
の
働
き

で
き
れ
い
な
水
に
処

理
さ
れ
て
か
ら
川
や

海
に
放
流
さ
れ
る
の

で
水
質
が
保
た
れ
ま

す
。

◎
災
害
時
に
も
役
立
ち
ま
す

梅
雨
や
台
風
な
ど

の
大
雨
の
と
き
も
、

雨
水
を
速
や
か
に
排

除
す
る
機
能
も
あ
る

の
で
、
浸
水
な
ど
の

災
害
か
ら
私
た
ち
の

生
命
・
財
産
を
守
っ

て
い
ま
す
。

播
子

下
水
道
は
、
道
路
や
公
園
の
よ
う
に
目
に
は

つ
か
な
い
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
支
え
る

と
て
も
大
事
な
施
設
な
の
で
す
ね
。

ま

ち

を

き

れ

い

に
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▲下水道事業の開始をお知らせした広報「はりま」昭和62年11月号

生
活
排
水
で
汚
れ
て
き
た
川
や
た
め
池
の
水
。
そ
れ
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
播
磨
町
で

は
、
昭
和
63
年
よ
り
下
水
道
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
15
年
。
下
水
道
整
備
は
着
実
に
前
進
し
、
私
た
ち
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
快

適
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
下
水
道
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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約
65
％
の
世
帯
が

下
水
道
を
利
用
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（表1）�下水道事業費と整備面積の推移�
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（表2）�処理区域内人口と水洗化人口の推移�
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水洗化できる地域が広がりました
（平成15年４月１日現在）

問い合わせ
管理課
10794（35）2379

▲

処理区域の方は下水道を利用しましょう！

水洗化可能区域

▲推進工事の様子

※1．処理人口普及率＝（処理区域内人口）÷（町人口）×100
※2．水洗化普及率＝（水洗化人口）÷（処理区域内人口）×100
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生活排水�
　家庭では台所や風呂、洗濯や
水洗便所など、日常生活で水を
使います。使ったあとの汚水は
直接汚水管に入ります。�

マンホール�
　道路の下に埋設された下水道管
の出入口がマンホールで、清掃や
修理などの維持管理のために50
～200mおきに設けられています。�

除害施設�
　工場などから出る有害な物質を
含んだ汚水を下水管に流すとき、
処理場の機能をさまたげないよう
に有害物質を取り除く施設です。�

最初沈澱池�
　沈砂池から送られてきた汚水
をゆるやかに流して、比較的沈
みやすい浮遊物を沈澱させます。�

汚泥処理施設�
　沈澱池の底にたまった汚泥は
ここに集められて濃縮、水洗い
されて脱水されます。その後は
焼却炉で焼いたり、埋立てや農
業用の肥料、土壌改良に使われ
ます。�

エアレーションタンク�
　ここでバクテリアなど（好気
性微生物）を含んだ活性汚泥を
加えて空気を吹きこみ、汚水中
の有機物を分解させ、よごれを
一層沈みやすくします。�

最終沈澱池�
　沈みやすくなったよごれをもう一度
沈澱させ、きれいな上澄み水は消毒し
て放流します。沈澱した活性汚泥は再
びエアレーションタンクに送り、あま
った汚泥は汚泥処理施設に送ります。�

水質試験�
　きれいになった水は、法律
で定められた基準に適合して
いるかどうか水質試験が行わ
れます。その確認のあと川や
海に放流されます。�

沈砂池�
　下水管から流入してきた汚水
をゆるやかに流し、大きなゴミ
や土砂を取り除き、ポンプで最
初沈澱池に送ります。�
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播
子

家
の
近
く
の
下
水
道
工
事
が
終
わ
れ
ば
、
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
？

水
男

は
い
。
下
水
道
整
備
が
終
わ
っ
た
区
域
の

方
々
に
は
次
の
３
点
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

①
排
水
設
備
工
事

各
家
庭
の
汚
水
は
、
下
水
道
に
流
す
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
汚
水
を
下
水
道
に
流
す

た
め
の
排
水
施
設
（
排
水
設
備
）
を
設
置
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
排
水
設
備
の
工
事
は
、
町
の
指
定
工
事
店
が

施
工
し
、
そ
の
費
用
は
個
人
負
担
で
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

②
く
み
取
り
便
所
の
水
洗
化

下
水
道
が
新
た
に
整
備
さ
れ
た
区
域
は
、
使
用
開

始
の
公
示
日
か
ら
３
年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
（
家

庭
雑
排
水
も
含
む
）
な
ど
を
水
洗
化
す
る
た
め
の
工

事
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
し
尿
浄
化
槽
の
廃
止

し
尿
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
場

合
も
、
す
み
や
か
に
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

播
子

下
水
道
で
環
境
が
良
く
な
る
の
は
『
い
い
こ

と
』
と
分
か
る
の
で
す
が
、
一
度
に
多
額
の
負
担
は

大
変
で
す
よ
ね
…
。

水
男

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
経
済
的
負
担
を
少
し
で
も
少
な

く
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
助
成
金
交
付
制
度

▼
対
象

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年

以
内
に
、
改
造
に
よ
り
下
水
道
に
切
り
替
え
を
行
う

方
。

▼
内
容

・
く
み
取
り
便
所
の
改
造

一
戸
に
つ
き
１
０，

０
０
０
円

・
浄
化
槽
の
廃
止
　

一
戸
に
つ
き
８，

０
０
０
円

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

▼
対
象

公
共
下
水
道
の
改
造
工
事
を
行
う
方
。

▼
内
容

一
戸
に
つ
き
80
万
円
以
内
（
償
還
期
間
36

カ
月
）

※
償
還
完
了
後
に
利
子
分
を
補
給
し
ま
す
。

播
子

下
水
道
の
こ
と
が
ち
ょ
っ
と
分
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
水
男
さ
ん
、
今
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
男

い
え
い
え
、
ま
た
何
か
あ
れ
ば
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
ね
。
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播
子

で
は
、
播
磨
町
か
ら
出
る
汚
水
は
ど
う
や
っ

て
自
然
に
返
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

水
男

は
い
。
ま
ず
は
上
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
は
大
き
く
分
け
て
、
家
庭
の
台
所
、
風
呂
、

水
洗
便
所
な
ど
か
ら
の
汚
水
や
工
場
排
水
を
集
め
る

た
め
の
下
水
道
管
（
汚
水
管
）
と
、
汚
水
を
処
理
し

て
き
れ
い
な
水
に
浄
化
す
る
処
理
場
、
ま
た
雨
水
を

集
め
る
た
め
の
下
水
道
管
（
雨
水
管
）
と
雨
水
を
ス

ム
ー
ズ
に
流
す
た
め
の
ポ
ン
プ
場
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

播
磨
町
の
下
水
処
理
方
法
は
、
汚
水
と
雨
水
を

別
々
の
管
に
分
け
て
排
水
す
る
、
分
流
式
と
い
う
方

法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

汚
水
は
、
道
路
下
に
埋
め
ら
れ
た
汚
水
管
を
通
っ

て
加
古
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
加
古
川
市
尾
上
町
）

へ
送
ら
れ
、
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
微
生
物
の
働
き
で
き

れ
い
な
水
に
処
理
し
て
川
へ
放
流
し
て
い
ま
す
。

一
方
雨
水
は
、
そ
の
ま
ま
既
存
の
水
路
へ
流
し
て

お
り
、
低
地
に
は
ポ
ン
プ
場
を
つ
く
っ
て
浸
水
を
防

止
し
て
い
ま
す
。

播
子

下
水
道
整
備
に
は
す
ご
く
お
金
が
い
る
と
聞

き
ま
し
た
。
全
部
税
金
で
整
備
し
て
い
る
の
か
し
ら
。

水
男

い
い
え
、
全
部
税
金
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

国
か
ら
の
補
助
金
や
借
金
で
あ
る
起
債
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
（
町
税
な
ど
の
町
費
）、
そ
し
て
受

益
者
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

播
子

最
後
の「
受
益
者
負
担
金
」っ
て
何
で
す
か
？

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

水
男

は
い
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
便
所
の

水
洗
化
や
汚
水
の
衛
生
的
な
処
理
な
ど
生
活
環
境
が

改
善
さ
れ
、
土
地
の
利
用
価
値
も
高
ま
り
ま
す
よ
ね
。

で
も
、
下
水
道
施
設
は
道
路
や
公
園
の
よ
う
に
誰
も

が
自
由
に
使
用
で
き
る
公
共
施
設
と
違
い
、
整
備
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
人
が
限
定
さ
れ
ま

す
。
だ
か
ら
、
下
水
道
の
建
設
費
を
町
費
だ
け
で
ま

か
な
う
こ
と
は
、
下
水
道
の
恩
恵
を
受
け
な
い
人
た

ち
に
ま
で
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
公
平
な
負

担
の
原
則
に
反
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
法
律
に
基
づ
い
て
、『
建
設
費
の
一
部
は
、

下
水
道
を
利
用
で
き
る
人
た
ち
に
負
担
し
て
い
た
だ

こ
う
』
と
い
う
こ
と
で
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

播
子

で
は
、
そ
の
受
益
者
負
担
金
を
、
誰
が
ど
れ

く
ら
い
納
め
る
の
で
す
か
？

水
男

は
い
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
区
域
内
に
土

地
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
な
ど
か
ら
、
一
平
方
㍍
当

た
り
３
０
０
円
を
一
度
限
り
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
受
益
者
負
担
金
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
下
水
道
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

播
子

公
園
や
道
路
と
違
っ
て
「
利
益
を
受
け
る
人

が
負
担
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
受
益
者
負
担
金
な

の
で
す
ね
。
分
か
り
ま
し
た
。
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バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
微
生
物
で
水
を
き
れ
い
に

受

益

者

負

担

で

公

平

に

家
庭
の
水
洗
化
を
お
手
伝
い
！

▲加古川下流浄化センター（加古川市尾上町）▲本荘雨水ポンプ場

デザインの由来�

町のシンボルである大中遺跡の復元住居と、
町花である菊を組み合わせています。�




